「日本とポルトガル」　－　異文化との出会い
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駐ポルトガル日本大使

1． 「夢抱き　夢膨らませ　夢を追う」

2． なぜ自爆テロ？　

3． なぜ青少年交流？　それは、異文化との出会いの機会

この世を見る目の広さ、いわゆる視野は、その人の教養や体験による。

教養を養うためは、哲学、歴史、宗教学、数学などの学問が有効。

体験を養うためには、異文化との出会い、接触。
若いうち、特に十台に、日本とは異なった人々、言語、宗教、ものの考え方に出会うことができれば、その人の水平線･地平線は素晴らしい広がりを持つ。

4． 日本の島国根性？ 
広く世界に羽ばたく若者の国であって欲しい。

目を外へと開こう、広げよう。

5． 文化の多様性こそが世界に豊かさをもたらす。

“Cultural diversity gives tremendous richness to our world.”
生物の多様性と同じ。

6． 「寛容」の精神

お互いに、異なった文化、人々の存在を認めて、それを尊重し、敬意を払い合う。

相手は自分と違うことをそのまま認め、その存在を受け入れる。
寛容の精神で、世界はもっともっと平和で住みやすくなるだろう。
7． その「寛容」の精神を培おう。

異文化と接触することによって、自分の水平線を押し広げ、「寛容」の精神を高めることができる。

8． ポルトガルとは？

1543年の種子島以来の歴史。ザビエル、アルメイダなど。

ポルトガル語を語源とする多くの言葉。逆もある。　

1582－84の遣欧天正少年使節団

温暖な気候（冬でも平均気温が最低８度位、最高１５度位）、紺碧の空、白砂の浜、豊かな海の幸、陸の幸（イベリコ豚、生ハム）、白と黒の石畳の道、ユネスコ世界遺産、古びた家々の街並み、何にもましても、ポルトガル人の暖かさ

　

9． アルカーセル・ド・サル

塩の城（砦）の意味。リスボン東南方約80キロ。サド川の河口。

昔の塩田と水田、松林や遠浅の海、城の跡地のポウザダ（ホテル）。

自然が多く残り、コウノトリ（segonhas）が空を舞う。水田に蛙や小魚の餌。

パレーデシュ市長さんは空手を嗜む。訪日経験もあり。

10． 皆さんの「夢」は何？

私は、今日皆さんに夢の候補を持って来た。

ポルトガルに行って、日本と違ったものと出会いませんか？

日本とポルトガルとの間の、また、日本と異文化を持った諸外国との間の架け橋になりませんか？

ポルトガルの人たちから、人吉のことについて尋ねられて、自分が意外と人吉自身のことを知らないことに驚くでしょう。

人吉について、そして、日本自身について新しい発見をするでしょう。

人吉の文化とは何だろう？　日本の文化とは何だろう？

日本人の価値観、ものの考え方は何だろう？　と考えるようになるでしょう。

日本自身について、人吉について、考えるようになるでしょう。

日本についてもっと勉強してみようという気になるでしょう。

11． 異文化との架け橋

人吉や日本のことがもっと分かるようになり、外国語の力が増せば、日本と諸外国との間の関係に携わることができます。

異文化との架け橋になれるのです。

日本は、そのような若者をこれからもっともっと必要としています。

（了）

